
関西看護医療大学合理的配慮を要する支援委員会規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（平成 25 年法律第 65 

号）第 9 条第 1 項の規定に基づき、 障害を理由とする差別の解消の推進に関する基本方針

（平成 27 年 2 月 24 日閣議決定）に即して、関西看護医療大学（大学院を含む。以下「本

学」という。）において、障がい等により合理的配慮を要する学生（以下合理的配慮を要する

学生）に対する支援に関し必要な事項を定めるものとする。障がい等のある学生が障がい等の

ない学生と平等に教育研究その他の活動（以下「教育研究活動」という。）を営むことのでき

る環境を整備し、修学の機会均等が確保されるために基本となる事項を定めることを目的と

する。 

（組織） 

第 2条 委員会に委員長、副委員長及び委員を置く。 

2 委員長及び副委員長は、委員のうちから学長が指名した教員をもって充てる。 

3 支援委員会は次に掲げる委員をもって組織し、教授会の議を経て学長が任命する。 

(1) 研究科長 

(2) 学科長 

(3) 教務委員長 

(4) 学生委員長 

(5) 保健室長 

(6) 学生相談室長 

(7) 事務局長 

(8) 学務課長 

(9) 保健室担当者 

(10) カウンセリング・ルーム長 

(11) 学校医 

（任期） 

第 3 条 委員の任期は、原則として 2 年とする。ただし、委員に欠員が生じた場合に補充した

委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

2 委員は、再任されることができる。 

（審議事項） 

第 4条 委員会は、次の事項を審議する。 

(1) 合理的配慮を求める支援の申出に関する事項 

(2) 合理的配慮の具体的支援に関する事項 

(3) 合理的配慮の支援に係る関係部局の調整に関すること。 

(4) 合理的配慮の支援体制に関する事項 

(5) 合理的配慮に必要な施設及び設備に関する事項 

(6) 前各号に掲げるもののほか、合理的配慮を要する学生の修学支援に関し必要と認め 

   る事項 

（委員会の会議） 

第 5条 委員長は、速やかに会議を招集し、その議長となる。 

2 委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、副委員長がその職務を代行する。 



3 会議は、委員の２分の１以上の出席がなければ、開くことができない。 

4 会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長が決すると

ころによる。 

5 支援委員会は、委員長が必要と認めたときは、委員以外の者の出席を求め、その意見を聴

くことができる。 

（議事録） 

第 6条 委員長は、支援委員会の議事に係る議事録を作成し、委員の出席状況、審議経過の概

要及び教授会等に諮る議決事項を的確に記載しなければならない。 

2 議事録は、委員長、副委員長及び事務局長が署名し、委員長は議事録を施錠できる保管場

所において、学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第２８条２項の規定に従

い、５年間保管し保存しなければならない。 

（審議結果の報告） 

第 7条 委員長は、支援委員会において審議した結果を学長及び教授会又は研究科教授会に報

告しなければならない。 

（事務） 

第 8条 支援委員会及び具体的支援に係る事務は、学務課において処理する。 

（規程の改正） 

第 9条 この規程の改正は、教授会の議を経て、学長が行う。 

（補則） 

第 10条 この規程に定めるもののほか、この規程の実施に必要な事項については、学長が別

に定める。 

附 則 

この規程は、令和６年６月１２日から施行し、令和６年４月１日から適用する。 

附 則 

この規程は、令和６年１２月１１日から適用する。 

附 則 

この規程は、令和７年１１月１８日から適用する。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

関西看護医療大学合理的配慮委員会運営:細則 

 

（定義） 

1． 関西看護医療大学合理的配慮委員会運営細則において、次の各号に掲げる用語の定義は、

それぞれ当該各号に定めるところによる。 

1） 合理的配慮：障がい及び社会的障壁がある学生が他の者と平等にすべての人権及び基 

本的自由を享有し、又は行使することを確保するための必要かつ適当な教育研究活動

における変更及び調整であって、特定の場合において必要とされるものであり、か

つ、均衡を失した又は過度の負担を課さないものをいう。 

2） 障がい等がある学生：身体障がい、知的障がい、精神障がい（発達障がい及び高次脳 

機能障がいを含む。）その他の心身の機能の障がい（難病等に起因する障がいを含

む。以下「障がい」と総称する。）がある学生であって、障がい及び社会的障壁によ

り継続的に日常生活又は社会生活に相当な制限を受ける状態にあるものをいう。 

3） 社会的障壁：障がい等がある学生にとって日常生活又は社会生活を営む上で障壁とな 

るような社会における事物、制度、慣行、観念その他一切のものであって、本学にお

ける教育研究活動を営む上で障壁となるようなものをいう。 

４)合理的配慮を要する学生：2）又は 3）であり、1）を要するもの。 

（責務） 

2．関西看護医療大学合理的配慮委員会は、以下の責務を果たさなければならない。 

1）学長は、合理的配慮を要する学生に対し不当な差別的取扱いをすることにより、学生 

の権利利益を侵害することのないよう、全学的な学生支援を推進するための具体的方策 

として、社会的障壁の除去の実施について必要かつ合理的な配慮を的確に講じなければ 

ならない。 

  2）学長は、合理的配慮を要する学生の意思の表示がない場合であっても、当該学生が社 

会的障壁の除去を必要としているときは、当該学生に対して適切と思われる合理的配慮 

を提案するために建設的な対話を働き掛けるなど、自主的な取組を行うものとする。 

3）研究科長、学科長及び事務局長（以下「研究科長等」という。）は、合理的配慮を要す 

る学生に対し不当な差別的取扱いをすることにより、学生の権利利益を侵害することの 

ないよう、合理的配慮等に関する学生支援委員会（以下「支援委員会」という。）の定め 

る合理的配慮に基づく個別の支援計画を策定しなければならない。 

  4）教職員は、当該部局において合理的配慮を要する学生に対し不当な差別的取扱いをす 

ることにより、当該学生の権利利益を侵害することのないよう、具体的支援として合理 

的配慮の提供が行われるよう努めなければならない。 

5） 研究科長等は、日常の業務を通じた指導等により、障がい及び社会的障壁の有無等を 

理由とする差別の解消に関し、監督する教職員の注意を喚起し、障がい等を理由とする

差別の解消に関する認識を深めさせなければならない。 

6） 研究科長等は、合理的配慮を要する学生から不当な差別的取扱い又は合理的配慮の不 

提供に対する相談又は苦情の申出等があったときは、迅速に状況を確認しなければな 

らない。 

7） 研究科長等は、その他の理由で社会的障壁を持つ学生に対する合理的配慮の必要性が 

確認されたときは、監督する教職員に対して、合理的配慮の提供を適切に行うよう指導



し、その結果を確認しなければならない。 

8） 教職員は、障がい及び社会的障壁の有無等を理由とする差別に関する問題が生じた 

ときは、上司に報告するとともに、その指示に従い、迅速かつ適切に対処しなければ

ならない。 

（業務） 

3．支援委員会は、次に掲げる業務を行う。 

(1) 入学を希望する合理的配慮を要する学生への情報提供及び相談対応に関すること。 

(2) 合理的配慮を要する入学選抜者における受験上の合理的配慮に係る業務に関するこ

と。 

(3) 合理的配慮を要する学生の支援の申出等の相談への対応に関すること。 

(4) 合理的配慮を要する学生の教育的ニーズの把握及び報告に関すること。 

(5) 合理的配慮を要する学生の支援に係る関係部局及び学外関係機関等との連絡調整に関

すること。 

  (6) 本学内外における合理的配慮を要する学生支援に関する理解及び啓発に関すること。 

(7) 施設及び設備のバリアーフリー化に関すること。 

(8) 前各号に掲げるもののほか、合理的配慮を要する学生の支援に関し必要なこと。 

（支援委員会の職員） 

3．支援委員会に、看護師、保健師、助産師、公認心理師、臨床心理士、養護教諭、事務職

員、教員その他の必要な職員を置くことができる。 

（専門部会） 

4．支援委員会は、必要があると認めるときは、特定の事項について、専門的に調査及び整理

するため、専門部会を置くことができる。 

実施した専門部会については、「検討会記録用紙（専門部会）」（様式第８号）に必要な事項

を記載しなければならない。 

（支援提供の手続方法） 

5．合理的配慮を要する学生は、入学前又は入学後のいずれの時期においても、修学に必要な支

援の提供を学長に申し出ることができる。 

(1）合理的配慮を要する学生は、支援申請書（様式第１号）に、必須書類として学生証の写 

し、添付書類として当該申請事由に該当する障がい者手帳等（身体障がい者手帳、精神 

障がい者保健福祉手帳又は療育手帳をいう。以下同じ）、又は診断書（障がい者手帳等を 

有しない場合）の写し（添付書類がない場合も含む）等を添えて、学務課へ提出するも 

のとする。 

(2）本学入学後に第２条第１号に定める障がい等を負った場合において、その学生が前項の 

支援申請書の提出を行おうとするときは、交付された障がい者手帳等又は診断書の写し 

等を添えて、速やかに同項の手続を行うものとする。 

(3）前２項の規定にかかわらず、支援申請書の提出が困難な場合（診断書等の提出書類はな 

いが、本学において合理的配慮が必要と判断される場合等をいう。）は、学長が認める適 

切な方法で申請できるものとする。 

(4）学務課は支援申請書の提出があったときは、速やかに当該支援申請書の写しを支援委員 

会に移送し、同委員会は当該学生の教育的ニーズ及び意思について十分な聴取を行い、 

研究科長、学科長又は事務局長に報告しなければならない。 

（審査機関） 



6．前条の申請があったときは、支援委員会は、速やかに大学生活上の配慮や就学上の支援の

必要性について審査しなければならない。 

（審査決定） 

7．支援委員会は、当該学生の教育的ニーズ及び意思を尊重して、十分な聴取を行った上で審

査を行うとともに、実施する合理的配慮の内容を決定したときは、速やかに支援決定通知書

（様式第２号）により、当該学生に通知しなければならない。 

（支援計画の策定） 

8．支援委員会は、当該学生の申出に対し、その教育的ニーズ及び意思を十分尊重した上で、各

関係部局と協議し、個別の支援計画を策定しなければならない。 

(1）支援計画は実施期間を定め、支援に関する報告書を毎期末に提出する。支援担当者及び

関係者は、この報告書に基づき検討を行う。 

(2）支援計画策定の際は学生の相談窓口となるもの（コーディネーター）を 2名定める。 

(3）前項に規定する支援計画については、支援計画書（様式第３号）により、速やかに当 

該学生に通知しなければならない。 

（合意の形成） 

9．前項に規定する支援計画の内容は、当該学生の合意を得て決定するものとする。この場合に

おいて、支援委員会は、委員長を通じて、当該学生に対し支援計画について十分な説明の機

会を設け、支援内容に関する共通理解及び合意の形成を図らなければならない。 

(1）前項に規定する合意の形成については、支援計画合意書（様式第４号）により行い、当

該学生に交付しなければならない。 

（支援の実施） 

10．支援委員会は、具体的支援を主たる責任をもって実施するものとし、その支援が円滑に行

われるよう、関係部局間の調整及び連絡並びに学外関係機関等との連携等を行うものとする。 

(1）具体的支援を実施する場合においては、支援計画実施報告書（様式第５号）に必要な事 

項を記載しなければならない。 

（相談対応） 

11．支援委員会は、具体的支援が円滑かつ継続的に行われるよう、当該学生及び教職員からの

相談に的確に応じ、具体的支援の課題の解決に努めなければならならない。 

(1）相談の対応及び課題解決については、「相談対応記録用紙」（様式第６号）及び「課題解

決記録用紙」（様式第７号）に必要な事項を記載しなければならない。 

10．この細則に基づき、合理的配慮を要する学生の支援に従事する者又は具体的支援に係る事

務に従事する者は、正当な理由なく、当該学生及びその支援に関して知り得た情報を漏らし

てはならない。その職を退いた後も、同様とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

様式第１号（第１２条関係） 

 

支  援  申  請  書 

 

申請日  年  月  日 

 

関西看護医療大学長 様 

 

下記のとおり、修学に関する合理的配慮の提供を希望します。 

 

学籍番号（又は受験番号）  

ふりがな  

氏  名  

性  別 □ 男性    □ 女性    □ 回答しない 

現 住 所 
〒 

電話番号 
自  宅： 

携  帯： 

メールアドレス 
Ｐ  Ｃ： 

携  帯： 

緊急時の連絡先 

 （保護者、保証人等） 

住所 〒 

 

自  宅： 

携  帯： 

ふりがな 

氏  名： 

続  柄： 

 

書類等の提出について 

＊必修書類（学生証の写し）は、必ず提出してください（入学前の場合は、交付後速やかに提出

してください）。添付書類については、提出される書類の□欄にチェックを行い、この申請書

とともに、提出してください。 

必修書類 □ 学生証の写し 

添付書類 

□ 診断書の写し 

□ 障がい者手帳等の写し 

□ 検査結果の写し 

□ その他（１．添付書類なし ２．その他：        ） 

 

以下に記載をお願いします。また、該当する□欄にチェックをお願いします。 

＊これは、申請時の状態とニーズを確認するものであり、この申請時の記載内容のみで合理的配



慮の内容が決定されるわけではありません。 

障がい名又は診断

名 

□視覚  □聴覚  □肢体  □病弱・虚弱  □発達  □精神 

□その他

（                              ） 

障がい（病）、診断名：

（                        ） 

補助器具の使用  

診 断 書 □あり   □なし 

検査所見や障がい

の状況を示す書類 

□あり    

□なし 

障がい者手帳等 
□あり  □なし □身体  □精神  □療育  

□その他（              ） 

（     ）級 （     ）種 

現在かかっている

外部機関等（病院、

支援機関等） 

機関名：

（                              ） 

電話番号： 

担当者名：（                        ） 

（主治医・カウンセラー・ソーシャルワーカー・その他      ） 

相談できる外部機

関、人物等（病院、

支援機関、カウンセ

ラー等） 

□あり  □なし 

機関名：

（                              ） 

電話番号： 

担当者名：（                        ） 

入学前（高校在学中

等）までに受けてい

た支援内容 

□あり（カッコの中に記入してください。）   □なし 

 

修学上困っている

ことや苦手なこと 

 

希望する配慮内容  

 

 

 

 

修学上、必要とする

配慮等 

□①移動、施設・施設利用、支援機器、用具の利用に関する配慮 

□②教材に関する配慮（電子データ化、拡大、字幕付け、事前配布等） 

□③情報伝達・コミュニケーションに関する配慮（手話、要約筆記、文書

伝達等） 

□④定期試験に関する配慮（時間延長、別室受験、解答方法等） 

□⑤履修登録、学修支援等 

□⑥学生生活に関する配慮（トイレ、食事等） 

□⑦人的支援に関する配慮（ボランティア等） 

□⑧授業を除く学生生活全般 

□⑨大学卒業後に向けた支援（就職、資格取得等） 



 

＊個人情報の取扱いについて 

 

□ この申請書に記載された個人情報は、修学支援の目的のため、合理的配慮を要する学

生支援委員会（以下「支援委員会」という。）に共有されます。関連部局との連携に

より合理的配慮を実施するに当たり、支援委員会以外の学外関係機関等との情報共有

の必要があるときは、その共有範囲については、申請者と協議して決めるものとしま

す。 

 

□ 学外関係機関等に対して、本学に在籍する合理的配慮を要する学生の統計資料とし

て、学部、学年、障がいの種別等の在籍者数を公表することがあります。ただし、個

人を特定できる氏名、住所等の内容を公表することは一切ありません。 

 

＊留意事項 

□ 支援委員会において、年度ごとに申請者との面談の機会を持ち、申請内容について相

互に確認し、合意形成を行います。 

 

□ 申請者が合理的配慮及び支援によって得た情報は、自身の修学の目的以外の目的に利

用しません。 

 

以上の内容について、確認し、同意の上、合理的配慮を申請します。 

 

本人署名：                          

 

 

 

 

学部・研究科 記入欄 

学長 副学長 事務局長 
学 科 長 

研究科長 
学生委員長 教務委員長 学務課長 申請書受理日 

       
 年 月 日 

 

 

支援員委員

会委員長 
申請書（写し）受取日 

 

 
   年   月   日 

  



様式第２号（第１４条関係） 

 

 

支  援  決  定  通  知  書 

 

  年  月  日 

 学籍番号（又は受験番号） 

 

              様 

関西看護医療大学  

学長            

 

年  月  日付けで受け付けた支援申請書について、次のとおり、実施する合理的配

慮の内容を決定しましたので通知します。 

 

１ 実施する合理的配慮 

 

□①移動、施設・施設利用、支援機器、用具の利用に関する配慮 

□②教材に関する配慮（電子データ化、拡大、字幕付け、事前配布等） 

□③情報伝達・コミュニケーションに関する配慮（手話、要約筆記、文書伝達等） 

□④定期試験に関する配慮（時間延長、別室受験、解答方法等） 

□⑤履修登録、学修支援等 

□⑥学生生活に関する配慮（トイレ、食事等） 

□⑦人的支援に関する配慮（ボランティア等） 

□⑧授業を除く学生生活全般 

  

(備考) 実施する合理的配慮に☑を付しています。 

 

 

２ その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(備考)  

   ①今後合理的配慮計画書を作成した上で実施を行います。 

   ②支援内容はおおむね半期ごとに見直しを行います。 



様式第３号（第１５条関係） 

 

合  理  的  配  慮  計  画  書 

 

  年  月  日 

 学籍番号（又は受験番号） 

 

              様 

関西看護医療大学  

学長            

 

次のとおり、実施する合理的配慮計画を策定しましたので通知します。 

実施期間：   年  月  日～    年  月  日 

 

コーディネーター名：［          ］［          ］ 

 

項    目 内    容 

①移動、施設・施設利用、支援機

器、用具の利用に関する配慮 

 

②教材に関する配慮（電子データ

化、拡大、字幕付け、事前配布

等） 

 

③情報伝達・コミュニケーション

に関する配慮（手話、要約筆

記、文書伝達等） 

 

④定期試験に関する配慮（時間延

長、別室受験、解答方法等） 

 

⑤履修登録、学修支援等 

 

 

⑥学生生活に関する配慮（トイ

レ、食事等） 

 

⑦人的支援に関する配慮（ボラン

ティア等） 

 

⑧その他  

(備考) 実施する合理的配慮の項目に応じ、当該実施する支援計画の内容を記入しています。 



様式第４号（第１６条関係） 

 

支 援 計 画 合 意 書 

 

            と関西看護医療大学は、関西看護医療大学合理的配慮を要する学

生に対する支援規程第１６条第１項の規定に基づき、以下の事項について合意したことを証

するため、本書２通を作成し、各自１通を保有する。 

 

１ 支援内容 

関西看護医療大学合理的配慮を要する学生に対する支援規程第１５条第１項の規定に基

づき作成された支援計画書に記載されている内容とする。 

 

２ 支援に必要な情報について 

(１) 関西看護医療大学は、支援に当たり知り得た個人情報（氏名、住所、障がいの内容

用等）の保管に十分留意し、第三者に提供、漏えいする等、支援業務の範囲を超えて使

用しない。 

(２)             は、関西看護医療大学が支援に関わる情報を以下の範囲

で共有することに同意する。 

□保護者（□父 □母） □事務職員  

□周囲の学生（□信頼できる友人 □同学年全員 □その他        ） 

□教員（□チューター □指導教員 □授業担当教員） 

□学内の支援組織（合理的配慮を要する学生支援委員会等） 

   □その他（                  ） 

 

(３) 関西看護医療大学は、(２)に定める以外のものに本学学内又は支援において連携す

る学外関係機関等と個人情報を共有する必要が生じたときは、事前に 

             の了解を得る。 

 

３ その他の事項 

(１)             は、休学、休講、欠席、遅刻又は支援を受ける状況に変更

が生じたときは、できる限り、速やかに事前に支援担当者等に連絡する。 

(２)             及び支援実施者は、支援に関する報告書を毎期末に提出す

る。支援担当者及び関係者は、この報告書に基づき検討を行う。 

(３)             は、様態の変化等により支援内容を変更する必要が生じた

ときは、随時申し出ることができる。 

(４) 支援計画書の内容を変更する必要が生じたときは、改めて合意を得る。 

 

  年   月   日 

 

          本人記名（押印）又は署名                              

学科又は研究科長（氏名）                         

関西看護医療大学 学長                  印         



 

様式第５号（第１７条関係） 

 

支 援 計 画 実 施 報 告 書 

 

  年  月  日 

合理的配慮を要する学生支援委員会委員長 様 

 

作成者 職名            

                             氏名            

 

次のとおり、具体的支援を実施しましたので報告します。 

 

（学生名・学籍番号             ／   年  月分） 

 

月日 科 目 名 時

限 

開始時間 

終了時間 

実施場所 支 援 内 容 学 生 

確認印 

        

        

       

        

        

       

        

        

       

        

        

       

       

        

        

       

        

        

       

        

        

       

 (備考) この様式によることが適当でないときは、適宜別紙を用いても構いません。 

  



様式第６号（第１８条関係） 

 

相 談 対 応 記 録 用 紙 

 

作成者 職名            

                             氏名            

 

１ 相談日時  

２ 学生氏名（学籍

番号又は受験番号）  

 

３ 相談内容  

４ 学内又は学外関

係機関等と情報共

有・調整した場合

はその内容 

 

５ その他必要事項  

 

  年   月   日 

以上の内容について、確認し、同意しました。 

本人署名：               

  



様式第７号（第１８条関係） 

 

合 理 的 配 慮 記 録 用 紙 

 

  年   月   日 

作成者 職名           

                             氏名           

 

１ 合理的配慮内容  

２ 学生氏名（学籍

番号又は受験番号）  

 

３ 合理的配慮内容

及び解決に至った

経緯 

 

４ その他必要事項  

 

  年   月   日 

以上の内容について、確認し、同意しました。 

本人署名：               

  



様式第８号（第１１条関係） 

 

検 討 会 記 録 用 紙（専門部会） 

 

  年   月   日 

作成者 職名           

                             氏名           

 

１ 検討事項  

２ 学生氏名（学籍

番号又は受験番号）  

 

３ 検討内容  

４ その他検討事項  

  



様式第９号（第９条関係） 

支 援 ス タ ッ フ 登 録 申 請 書 

 

申請日    年  月  日 

 

合理的配慮を要する学生支援委員会委員長 様 

 

下記の通り、合理的配慮を要する学生支援スタッフ登録を申請します。 

入学年度  学籍番号  

学部・大学院  

氏名  

電話番号  

Ｅメールアドレス  

 

１．希望する支援活動（希望する活動がリストにない場合は空欄に書き込んでください） 

活動 内容 経験 技能 

墨訳 教材、資料等の点字化、点字の活字化 有・無 有・無 

教材のテキストデータ化 印刷物等の text ファイル化 有・無 － 

ガイドヘルプ 学内外の移動介助（視覚障害、肢体不自由等） 有・無 － 

リーディングサービス 板書の読み上げ、教材・資料の対面朗読等） 有・無 － 

手話通訳 講義内容等の手話による同時通訳 有・無 有・無 

ノートテイク 講義時等に内容をノートに筆記する情報提供 有・無 有・無 

パソコンテイク 講義時等に内容をパソコンに入力する情報提供 有・無 有・無 

視聴覚教材字幕付け 視聴覚教材の内容を説明する字幕を付与する 有・無 有・無 

車椅子介助 車椅子による学内移動を介助 有・無 － 

コミュニケーションサポ

ート 

講義時等におけるディスカッションの補助 有・無  

  有・無  

  有・無  

  有・無  

  有・無  

 

２．（     ）年（   ）期の可能活動な時間に〇をつけて下さい・ 

 月 火 水 木 金 土 

１時限       

２時限       

３時限       

４時限       

５限目       

 



合理的配慮を要する学生に対する支援フォロー（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生（保護者） 教職員 

学務課 

相談 

 

申請書を学務課へ提出 （受領書の発行） 

支援委員会で支援の必要性について審査・決定 

 

本人のニーズを元に支援計画(案)の策定 

学生とのやり取りはコーディネーターと関係職員 1 名が行う。 

 

支援決定通知書の通知（支援委員会） 

学生の合意を得て支援計画を決定 

支援計画(案)の決定通知（支援委員会） 

支援計画の実施 

支援計画合意書の交付（支援委員会） 

必要に応じて相談対応・課題解決・検討会（専門部会） 

支援計画実施報告書の提出 

（科目担当者・事務局・当該学生等） 

学生による申請書作成 

聞き取りによる相談対応記録

用紙作成 

 

申請書の受取（支援委員会） 

相談対応記録用紙・課題解決記録用紙・ 

検討会記録用紙（専門部会）に記載 

学生相談室 

カウンセリング室 

保健室 

ヒアリングの実施（委員長） 


